
九州横断の道やまなみハイウェイ

「“みち”がつなぐ歴史と風景展」
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２０１９年１０月７日～１０月２１日
β平日のみ開館（土日祝日は閉館）

展示時間：１０：００～１５：００
入館無料

久住高原美術館（竹田市久住支所３階）
〒878-0201 大分県竹田市久住町大字久住6161番地1 TEL.0974-76-1111

主催：竹田市・久住高原美術館
協力：国土交通省 九州地方整備局 佐伯河川国道事務所・道の駅たけた・くじゅう花公園

国民宿舎 久住高原荘
九州風景街道ＨＰ http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/

中九州横断道路・大野竹田道路（朝地竹田間）が平成３１年１月19日に開通しました。これに
より道路整備によるヒト・モノの流れの変化に気づきます。遡れば、１９６４年に開通したやま
なみハイウェイ（主要地方道１１号）も、過去九州内で沿線地域のまちづくりに大きく影響を及
ぼした道路のひとつです。そこでこの日本風景街道に「九州横断の道やまなみハイウェイ」とし
て登録された沿線（別府市、由布市、九重町、竹田市）のくじゅうブロックにある「久住高原美
術館」で久住支所保管の資料の展示を行います。今回は、やまなみハイウェイを夢見て尽力した
「油屋熊八と工藤元平」に関わる写真や資料を中心に展示を行います。

風景街道のＰＲ及び過去の記憶から道路とまちづくり、またそれに伴うひとづくりについても
う一度考えていきたいと思います。
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市道平木展望台線から秋の久住山を眺める



֘展示内容の紹介֙

国立公園制定に向けて
昭和9年に久住地域は阿蘇国立公園の指定区域に制定されました。制定前の熊八や元平の
取組に関する資料を展示します。

久住美術館企画展 九州横断の道やまなみハイウェイ「“みち”がつなぐ歴史と風景展」

2019年10月7日～10月21日

良いまちづくりが行えたのは、道づくりを望むことに加え、自分たちのまちをよくするという郷土
愛に満ちた方々がいたからです。今年１月に中九州横断道路が竹田市へ延び開通したことで、チャン
スが広がることを感じましたが、この企画展を通じて先人たちが、“みち”を通して“まち”の未来につ
なげようとした足跡を振り返り、その感動を皆様と共有できたらと思います。
（開催にあたって一部抜粋） 竹田市長 首 藤 勝 次

ʿ̮ ԍ

久住町役場の議場として使用してい
たが、2005年（平成17年）に市町村合
併により、久住支所庁舎となる。議場
が使用しなくなったので、一部改装し
久住高原美術館として2016年4月オー
プン。

お問合せ：竹田市建設課 玉来ダム・中九州横断道路推進対策室В0974-63-1111（内線249）

観覧時の注意事項
・電子機器（携帯電話等）の使用は
ご遠慮ください。
・館内での写真撮影は、ご遠慮くだ
さい。
・展示内容等主催者の都合で変更に
なりことがあります、あらかじめ、
ご了承ください。
・美術館内は飲食はできません。
・動物の入館はできません。・建物
内は全面禁煙です。
・館内では、他のお客様の迷惑にな
るような行為はお控えください。
・館内では、係員の指示に従ってく
ださい。
・館内では、資料の保全、鑑賞環境
維持等のために、スタッフが「お声
がけ」する場合があります、ご了承
ください。

「別府観光の祖」と言われる油屋熊八と「久住の父」とよばれる工藤
元平。ふたりは別府や久住をはじめとした広域的な観光の実現に向け
て、国立公園の制定や九州横断道路の提唱など、精力的に取り組みま
した。今回の企画展では熊八と元平が共に関わった取り組みを、資料
を通してみていきたいと思います。

久住を訪れたひとびと
昭和のはじめごろ、田山花袋や与謝野寛・晶子夫妻などが久住を訪れました。彼らが久住を
訪れた際には、工藤元平が案内役をし、それに油屋熊八が同行することもありました。また
北原白秋は別府を訪れた際に熊八から久住を勧められたことから、久住を訪れたそうです。
（右写真 昭和7年与謝野寛・晶子夫妻久住訪問時の写真）

九州横断道路を提唱する
油屋熊八は昭和3（1928）年ごろから九州横断道路を提唱していました。
（右写真 九州横断道路の絵葉書・工藤元平が作成した、九州横断道路に関するスクラッ
プブック）
九州横断の道やまなみハイウェイなど、“みち”に関する展示も行います。

「継承と創造おおいた2019」第21回大分県民文化祭共催事業

日 時：２０１９年１０月２２日（火・祝）
開場：１３：３０～ 開演：１４：００～

場 所：久住公民館 くじゅうサンホール
（久住美術館 隣）

入場料：１,０００円 全席自由
出 演：ダンススタジオ「シオナーズ」

主催：ミュージカル油屋熊八（久住バージョン）実行委員会
共催：久住文化協会、久住町ふるさと史研究グループ

大分県民芸術文化祭実行委員会
後援：竹田市、竹田市教育委員会、久住地域老人会

日本風景街道九州横断の道やまなみハイウェイ協議会
NPO大分県芸振
別府温泉宣伝会議

問い合わせ先
久住文化協会事務局（久住公民館）В0974-76-0717

֘関連イベントの紹介֙ ミュージカル 油屋 熊八 久住バージョン


